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２．改行位置の制御によるテキストステガ
ノグラフィの特長 
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３．提案する手法 
 
3.1 概要 
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3.2 単語中の改行位置による情報埋め込み 

（方法１） 
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する|              す|る    (動詞-自立 サ変・スル) 
プログラミング|     プログラミン|グ   (名詞-サ変接続) 
プロ|グラミング     プログ|ラミング   (名詞-サ変接続) 
言|語              言語|    (名詞-一般) 
獲得|              獲|得    (名詞-サ変接続) 

コミュニケーション|  コミュニケーショ|ン   (名詞-一般) 
コミュニケ|ーション  コミュニケー|ション   (名詞-一般) 
コミュ|ニケーション  コ|ミュニケーション   (名詞-一般) 
役立つ|            役|立つ  (動詞-自立 五段・タ行) 
と|して            として|  (助詞-格助詞-連語) 
同時に|            同時|に     (副詞-一般) 
こと|              こ|と       (名詞-非自立-一般) 
考|え              考え|       (動詞-自立 一段) 
言語|              言|語       (名詞-一般) 
そこで|            そこ|で     (接続詞) 
研|究              研究|       (名詞-サ変接続) 

 
図１ 形態素毎のビット対応表の例 

（形態素は参考文献[9]の付属辞書に基づく） 
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図２ 方法１により情報を埋め込んだ例�

（右端の数字は埋め込まれた情報Ø実際は非表示Ü）�
�

 
3.3 一行文字数による情報埋め込み 

（方法２） 
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図３ 方法２により情報を埋め込んだ例�

（右端の数字は埋め込まれた情報Ø実際は非表示Ü）�
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４．議論 
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 自然言語は、冗長性、文脈依存性、解釈多様性などの曖昧性を本  
質的に持っています。自然言語における曖昧性の存在は、言語哲 
学あるいは認知科学上の考察の対象としては面白いのですが、機械  
翻訳などの実用的な自然言語処理にとっては、性能向上を阻害する  
困った性質といえます。なぜ人類はこれまでの進化において、プログ  
ラミング言語のような、もっと曖昧性の少ない効率的な自然言語を獲  
得してこなかったのでしょうか。それは、曖昧性がコミュニケー 
ションにとって必要だからではないかと思われます。曖昧性が役 
立つ例として、大量の意味を少ない言葉に含めたり、複数の意味を同時  
に伝えたりできることや、特定の相手にだけ真意を伝えられること  
、状況の変化に応じて新たな意味を容易に定義できること、などが考え  
られます。無限の状況を有限の言葉によって表現できるのも、自然言語  
が曖昧性を持っているがゆえに可能なのではないでしょうか。そこ  
で、自然言語が持つ曖昧性に積極的に着目し、工学的に扱うための研究  
は、大変重要なものです。 
.... 
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数の意味を同時に伝えたりできることや、特定の相手にだけ真意を 
伝えられること、状況の変化に応じて新たな意味を容易に定義で 
きること、などが考えられます。無限の状況を有限の言葉によって  
表現できるのも、自然言語が曖昧性を持っているがゆえに可能な 
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DTD XSL
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処理系

XML文書、DTD、XSLはそれぞれ別のファ
イルであり、それぞれが処理系の入力とな
り、処理系は3つを統合して処理し、出力
を行う。

出力

入力
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図４ XML における処理の概要 
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